常願寺川をさぐる by 朴木 英治
学 芸 員 の イ チ オ ジ 展 示 ⑬ 芹 ！ 願 寺 川 を さ<, る
朴 木 英 治 渾  山 市 科 学 博 物 館 ＇王 幹 学 去 員 ）
1. は じ め に
富 山 の 山 に 降 っ た 雨 や 雪 は 、 や が て 河 川 を 流 れ 下
り 平 野 に す む 人 の 生 活 を 潤 し 、 富 山 湾 に 流 れ 込 み
ま す 。 こ ん な 様 子 を 、 「 常 願 寺 川 を さ ぐ る j コ ー ナ ー
で 見 る こ と が で き ま す 。 こ の 展 示 で は 、 常 願 寺 Ill の
自 然 の 様 子 や 人 と の か か わ り を 上 流 、 中 流 、 下 流 の
3 つ に 分 け ． そ れ ぞ れ 、 衛 星 写 哀 を ペ ー ス に し て 、
見 ど こ ろ ポ イ ン ト や 主 要 な 生 き 物 、 水 質 や 水 利 用 、
水 害 対 策 な ど に つ い て 紹 介 し て い ま す （ 図 I) 。
図 1 「 常 願 寺 川 を さ ぐ る 」 の 展 示
2. 上 流 の 展 示
2. 1  常 願 寺 川 上 流 の 集 水 域 と 支 流
立 山 一 帯 か ら 水 を 集 め て く る の が 常 願 寺 川 で す
（図 2) . 常 願 寺 川 の 上 流 に は 兵 川 、 混 川 、 称 名 川 、
和 田 川 、 小 口 川 の 5 つ の 大 き な 支 流 が あ り 、 呉 川 と
湯 川 と の 合 流 点 か ら 下 流 側 を 常 願 寺 川 と よ び ま す ．
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図 2 常 願 寺 川 と 支 滋 の 集 水 域
常 願 寺 川 の 源 流 は 、 其 川 の 源 流 で も あ る 北 ノ 俣 岳
（ 標 高 261.2m) で す 。 常 願 寺 JII は 立 山 町 の 千 寿 ヶ 原
で 称 名 川 と 合 流 し 、 そ の 下 流 で 和 田 川 、 小 口 JI Iと 順
に 合 流 し ま す 。
2.2 上 流 の 見 ど こ ろ ー 室 堂 平 周 辺 と 称 名 滝 一
ア ブ ロ ー チ し や す い 称 名 川 に ス ボ ッ ト を あ て 、 そ
の 源 流 域 に あ た る 立 山 室 堂 平 周 辺 （ 標 高 約 2,50m)
か ら 、 貯 砂 呈 が 東 洋 ー と 言 わ れ て い る 本 宮 砂 防 ダ ム
図 3 称 名 滝 ア ル バ ム
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（ 標 高 30 m ) ま で の 区 間 の 水 質 や 生 物 、 水 力 発 君 な
ど に つ い て 紹 介 し て い ま す 。
落 差 日 本 一 の 称 名 滝 は 、 落 差 350m を 4 段 に わ か
れ て 落 下 し ま す （ 図 3) 。 称 名 滝 の 隣 に は 落 差 50m
ほ ど の ハ ン ノ キ 滝 が あ り ま す が 、 酋 解 け 時 や ま と ま っ
た 雨 が 降 っ た あ と な ど に し か 見 ら れ な い た め 、 蕗 差
日 本 一 に な れ ま せ ん 。
2. 3  上 流 の 生 き 物
水 中 の 生 き 物 が 生 き る の に 適 し て い る 水 は 、 お お
よ そ pH6~8 程 度 の 中 性 の 水 で す 。 称 名 川 で は 、 地
獄 谷 か ら 入 っ て く る 強 い 酸 性 の 温 泉 の 影 響 で 、 称 名
滝 ま で は 水 が 弱 酸 性 (pH4 前 後 で 、 酸 性 の 強 さ と し
て は 渚 涼 飲 料 水 程 度 ） に な っ て い ま す 。 こ の た め ．
称 名 滝 か ら 上 流 側 の 本 流 で は 水 中 の 生 き 物 は す む こ
と が で き ま せ ん 。 展 示 ケ ー ス に 並 ん で い る ト ビ ケ ラ
の 仲 間 や カ ワ ゲ ラ の 仲 間 な ど の 水 生 昆 虫 は 称 名 川 の
支 流 や 、 常 願 寺 /I Iと の 合 流 点 あ た り よ り も 下 流 側 に
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図 4 称 名 JII 第 二 発 電  所 付 近 の 称 名 川 と 生 き 物
(193 1年 ） 、 現 在 の 認 uJ 出 力 1450 k w ( キ ロ ワ ッ ト ） ）
は 有 効 落 差 が 62 1. 2 m あ り 、 現 在 で も 日 本 一 で す ．
ま た 、 有 峰 湖 （ 有 効 貯 水 呈 2 倭 ト ン ） の 水 を 利 用 す
る 有 蜂 第 一 発 篭 所 （ 昭 和 56 年 運 用 開 始 ） に は 出 力 が
265,000 畑 の 発 竜 機 が 1機 設 鹿 さ れ て お り 、 こ れ を
回 す た め の 水 車 は 国 内 最 大 の も の だ そ う で す 。 こ の
水 車 に は 1秒 間 に 最 大 で 74 ト ン の 水 を 流 す こ と が で
き ま す 。 こ の 呈 は 、 学 校 に あ る 25m ブ ー ル （ 長 さ 2
5m 巾 12m 、 平 均 深 さ Im と す る ） を わ ず か 4 秒 で い っ
ぱ い に す る こ と が で き る 呈 で す ．
す ん で い ま す ． ま た 、 魚 は イ ワ ナ し か い ま せ ん 。 イ
ワ ナ も 水 生 昆 虫 と 同 様 、 称 名 川 で は 水 が 酸 性 に な っ
て い る 区 間 に は い ま せ ん 。
2 . 4  発 電 所 と 導 水 路
A 人 て ｀ ’称 名 滝 展 望 台 に 通 じ る 橋 の F 流 側 に 取 水 堰 堤 が あ
り 、 こ こ で 取 水 さ れ た 水 は 山 の 中 に 作 ら れ た 導 水 ト
ン ネ ル を 利 用 し て 称 名 川 第 二 発 竜 所 に 送 ら れ 、 発 竜
に 利 用 さ れ ま す 。 こ の 水 は 、 す ぐ に 次 の ト ン ネ ル で
常 願 寺 川 と の 合 流 点 近 く に あ る 称 名 川 発 奄 所 に 送 ら
れ ． 再 び 発 君 に 利 用 さ れ ま す 。
図 5 常 願 寺 JII 水 系 の 発 電 用 導 水 路 と 発 電 所
常 願 寺 川 水 系 に は ． 図 5 の よ う に 、 た く さ ん の 発
屯 用 の 導 水 路 が つ く ら れ て お り ． 発 竜 用 に 取 水 さ れ
た 水 は 、 自 然 の 川 の 流 れ と は 別 に 作 ら れ た 導 水 路 を
流 れ 、 発 竜 所 で 発 竜 に 利 用 さ れ な が ら 下 流 へ と 向 か
い ま す 。
常 顧 寺 川 水 系 で は 大 正 時 代 か ら 竜 源 開 発 が 始 ま り 、
た く さ ん の 水 力 発 竜 所 が 作 ら れ て い ま す ． 常 願 寺 /I I
お く ら が わ水 系 の 発 竜 所 の 面 白 い 日 本 一 と し て 、 小 口 川 に 設 臨
さ れ て い る 小 口 川 第 三 発 竜 所 （ 運 転 開 始 は 昭 和 6 年
3 .  中 流
常 願 寺 川 中 流 の 展 示 は 、 農 業 用 水 を 取 水 す る 横 江
堰 堤 の 少 し 上 流 か ら 始 ま り 、 宮 立 大 橋 あ た り ま で の
様 子 が 紹 介 さ れ て い ま す 。 こ の 区 間 で は 、 上 流 と 比
べ て 川 幅 が 広 く な り 、 河 原 の 石 も 上 流 の も の に 比 ペ
る と 小 さ く な り ま す ．
3 .  1  水 利 用
常 願 寺 川 は 宮 山 市 上 滝 あ た り を 扇 頂 と す る 大 き な
扇 状 地 を 作 っ て い ま す 。 こ の 扇 状 地 上 を 流 れ る 多 く
の 股 業 用 水 の 要 と な る の も 、 上 滝 あ た り に な り ま す 。
こ こ に は 、 常 願 寺 川 本 流 の 流 れ の 他 、 上 流 で 発 毎 用
..... む.,.., .図 6 横 江 堰 埋 で 取 水 さ れ た 水 を 分 け る 分 水 堰
に 取 水 さ れ た 水 が 川 の 西 側 に 作 ら れ た 2 系 統 の 導 水
路 を 流 れ て き ま す 。 こ れ と は 別 の 系 統 と し て 、 立 山
え ん て い町 横 江 地 内 の 堰 堤 か ら 取 水 さ れ た 常 願 寺 川 の 水 が 川
の 東 側 の 導 水 路 を 流 れ て い ま す 。 こ れ ら 3 つ の 系 統
ぶ  書 い . .  の 導 水 路 の 水 の 流 れ は 、 そ れ ぞ れ 分 水 堰 を 使 っ て
6:4 の 比 率 に 分 け ら れ (I 系 統 の み 6.5:3.5) 、 6 の 分 は
常 願 寺 川 の 西 側 に 作 ら れ た 常 西 合 口 用 水 に 、 4 の 分
は 東 側 に 作 ら れ た 常 東 合 口 用 水 に 放 流 さ れ て い ま す 。
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分 け ら れ た 水 を 対 岸 の 用 水 に 放 流 す る た め 、 水 道 橋
と 川 底 に 作 ら れ た 導 水 路 が 利 用 さ れ て い ま す 。 こ の
よ う な 操 作 の た め 、 両 方 の 合 口 用 水 の 水 質 に は ほ と
ん ど 違 い が あ り ま せ ん 。
常 西 合 口 用 水 と 常 東 合 口 用 水 か ら は た く さ ん の 用
水 が 分 岐 し 、 富 山 市 や 立 山 町 の 水 田 に 水 を 供 給 し て
い ま す 。 ま た 、 旧 富 山 市 に 水 道 水 を 供 給 す る 流 杉 浄
水 場 は 常 西 合 口 用 水 の 水 を 源 水 と し て 利 用 し て い ま
す。
3. 2  水 害 の あ と
安 政 5 年 に 起 き た 大 地 歴 に よ っ て 、 立 山 カ ル デ ラ
れ お と ん び や 2の 中 で は 大 店 山 が 崩 れ る な ど 、 大 規 模 な 土 砂 崩 れ が
起 き 、 こ の 土 砂 で 川 が せ き 止 め ら れ ま し た 。 こ れ ら
の 土 砂 が 雪 解 け 水 と 共 に 、 土 石 流 と な っ て 常 願 寺 川
を 流 れ 下 り 、 宿 山 市 内 に も 大 き な 被 害 を 残 し ま し た 。
常 願 寺 川 沿 い に は 、 現 在 で も 、 川 の 中 や 堤 防 の 外 に
大 転 石 が 残 っ て い ま す が 、 こ れ ら は 、 こ の 時 の 土 石
流 に よ っ て 流 さ れ て き た も の と 言 わ れ て い ま す （ 図 7) 。
と ● わさ ら に 、 常 盤 橋 あ た り の 区 間 で は 、 安 政 5 年 の 大
水 宮 の 影 響 で 天 井 川 と な っ て い ま し た 。 こ の 区 間 で
は 、 昭 和 2
車 が 行 わ れ 、 現 在 で は 、 天 井 川 の 状 態 は 解 消 さ れ て
い ま す ．
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図 7 安 政 5 年 の 大 水 吉 で 運 ば れ た 大 場 の 大 転 石
3. 3  中 流 の 生 き 物
中 流 で は 、 水 に す む 水 生 昆 虫 や 魚 な ど の 種 類 も 増
え ま す 。 水 生 毘 虫 で は カ ゲ ロ ウ や ト ン ポ の ヤ ゴ な ど
も 見 ら れ ま す 。 魚 は 、 イ ワ ナ 、 ヤ マ メ 、 ア ユ 、 オ イ
カ ワ ． ウ グ イ な ど 速 い 川 に す む 種 類 が 見 ら れ ま す 。
河 原 の 植 物 で 特 徴 的 な も の は ア キ グ ミ で 、 洪 水 が く
れ ば 流 さ れ て し ま う よ う な レ キ の 河 原 に 良 く 育 ち ま
す 。 常 願 寺 川 の 河 原 に は ア キ グ ミ が た く さ ん 生 え て
図 8 中 流 の 生 き 物 と ア キ グ ミ
い る こ と か ら 、 こ の 川 が 洪 水 を 起 こ し や す い 川 で あ
る こ と を 物 語 っ て い ま す （ 図 8) 。
4. 下 流
宮 立 大 橋 か ら 下 流 側 を 展 示 し て あ り ま す 。 常 願 寺
川 は 河 口 近 く ま で 中 流 域 が 続 い て お り 、 下 流 域 は 河
口 か ら 2km ぐ ら い の 区 間 に し か 見 ら れ ま せ ん 。 下
流 で は 川 の 流 れ が 緩 や か に な っ て 會 川 底 に は 砂 や 泥
が た ま り ま す 。 し か も 、 河 口 付 近 で は 、 満 潮 時 に は
川 底 に 海 水 が 入 っ て き ま す 。 こ こ に は 、 ギ ン プ ナ や
モ ク ズ ガ ニ な ど 中 流 域 と は 異 な る 生 き 物 が す ん で い
ま す （ 図 9) 。
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図 9 常 願 寺 JII 下 流 の 展 示
現 在 の 常 駁 寺 /II の 河 U 付 近 は ま っ す ぐ に 流 れ て い
ま す 。 こ れ は 、 明 治 時 代 に 、 水 橋 地 区 の 水 害 対 策 の
た め 、 蛇 行 し て い た 常 願 寺 川 の 流 れ を つ く り か え た
た め で す 。 こ の 際 に 、 合 流 し て い た 白 岩 川 が 切 り 離
さ れ ま し た 。
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